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地域おこし協力隊
サポートデスク

〇専用アドレス（WEBフォーム）で年中無休・24時間受付
〇原則として５営業日以内を目途に相談員から回答
〇利用回数、利用期間制限なし

メール（WEB）相談

〇専用相談ダイヤル（相談料無料・ただし通話料は有料）
〇受付時間は平日11:00～ 19:00、土日祝11:00～ 18:00
　（月曜、祝日の場合翌営業日）、年末年始を除く
〇利用回数、利用期間制限なし

電話相談
地域おこし協力隊員向け

03-6225-2318
地方公共団体職員向け

03-6225-2319

新天地で
自分らしく
人生を紡ぐ
 地域おこし協力隊員
 という生き方　　
　　



佐賀県地域おこし協力隊ネットワーク（ＳＣＮ）キックオフパーティ時の様子。佐賀県知事も駆けつけた。

新天地で
自分らしく人生を紡ぐ
地域おこし協力隊員
という生き方

0203

これまで社会を支えてきた常識や価値観が大きく揺れ動いている昨今、
自身のライフスタイルを見つめ直す人が増えています。
なかには「地域おこし協力隊」として地方へ一歩踏み出す人も。
一度離れた故郷のため、自分の力を試すため、スローライフを過ごすため……。
移住の理由は様々ですが、みな地域への思いを原動力に活動しています。
多様化が求められる今の時代だからこそ、地方で新たな人生を紡いでみませんか？
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任期終了後の
定住率・進路は？

「地域おこし協力隊」とは、都市部に住
んでいる人が少子化や過疎化などの課題
を抱える地域に移住して「地域協力活動」
を行いながら定住・定着を図る取り組み
です。全国各地の地方自治体が実施主体
となり、選考プロセスを経て希望者を協
力隊員に任命します。
つまり、協力隊員は「地域おこし」を生
業にしながら、定住に向けてスムーズに
生活の地盤を築いていけるわけです。
「地域おこし協力隊」は2009年に総務省
が制度化。初年度は、31団体の自治体
が協力隊員を受け入れました。年々、そ
の規模は拡大しており、令和元年度には
延べ1071団体が受入地域に。北は北海
道から南は沖縄の離島まで様々な地域が
間口を広げて待っています。
自治体からのニーズに応えるように隊員
数も増加。初年度は全国で89名だった
隊員も翌年には257名に。年を追うごと
にその数が増えていき、現在はおよそ
5500名の隊員が活動しています。
隊員の男女比は男性６割：女性４割。年

総務省の調査によると協力隊員の活動内容
で最も多いのが「農畜産業、林業、漁業へ
の従事」で、続いて「地域コミュニティ活
動（地域行事、集落活動支援、住民活動支
援等）」となり「地域産品の生産・加工・開
発などに関する活動」「地域や地域産品の
情報発信・ＰＲに関する活動」と続きます。
なかには、空き家・空き店舗対策や伝統産
業の技術継承に携わる隊員も。仕事の分野
やフィールドは違っても地域資源を活かし
た取り組みであることに変わりはありませ
ん。

任期終了後、約６割が活動した自治体や近隣の地域に定住しています。同一市
町村内に定住した人のうち約３割が起業し、古民家カフェや農家レストランな
どの飲食サービス業やゲストハウスなど宿泊業、地場産品の食品加工業などで
活躍しています。また、就業する人は、引き続き行政関係の仕事を行う人のほ
か、観光業や農林漁業、地域づくり・まちづくり支援業など地域に関係する業
務に従事する人が多く、「地域おこし協力隊」という肩書はなくなっても、地
域の担い手としてしっかりと根を張っています。

齢の内訳は10代から60代まで幅広く分
布していますが、20代～30代の若者が
７割を占めています。

制度によるメリットを得られるのは、新
天地での活躍を夢見る隊員だけではあり
ません。
“ヨソモノ”“ワカモノ”の協力隊員が移住
してくることで、地域に新しい風を吹き
こみます。これまで行政ではできなかっ
た柔軟な地域おこし策を提案してくれる
ことも期待できます。地元住民にとって
も大きな刺激になり、地域全体の活性化
に。つまり、制度によって協力隊員・地
方自治体・地域の間に“三方よし”の関係
性（上図参照）が築かれるのです。総務
省の調査によると受け入れた自治体の８
割が「今後も地域おこし協力隊を活用し
ていきたい」と回答。数値の高さが制度
の効果を物語っています。

着任後の活動期間は概ね１年以上から３

年以下。期間中の活動内容は「農畜産業、
林業、漁業」や「地域コミュニティ活動」、
「地域産品の生産」、「地域や地域産品の
情報発信」など（P.05参照）。
協力隊員の活動にかけられる経費は隊員
１人あたり年間470万円（令和３年度か
ら）と決まっており、そのうち上限270
万円が報償費に使われます。
それ以外の経費は上限200万円となって
います。

政府は令和６年度に協力隊員を8000名
とすることを目標とし、制度の強化を行
うこととしています。
これまでも、初任者向けやステップアッ
プのための研修の実施、隊員希望者や隊
員OB・OGの相談に応じるサポートデス
ク（P.19参照）の設置など、様々な支援
を実施してきましたが、今後はさらにそ
れに加えて、隊員希望者と自治体とのマ
ッチング向上のための「地域おこし協力
隊インターン」制度の創設や起業や定
住を支援するための財政措置を拡充する
こととしています。

隊員数は12年で約62倍 取組団体数は12年で約30倍

・自身の才能・能力を活かした活動

・理想とする暮らしや生き甲斐を発見

地域おこし協力隊

・ヨソモノ・ワカモノの斬新な視点

・協力隊員の熱意と行動が

　地域に大きな刺激を与える

地域

・行政ではできなかった柔軟な地域おこし策

・住民が増えることによる地域の活性化

地方公共団体

地
域
お
こ
し

協
力
隊

と
は活動を通じて

地域に根ざす

平成21年度 令和元年度

89人
→5,503人

平成21年度 令和元年度

31団体
→1,071団体

農畜産業、林業、漁業への従事
地域コミュニティ活動
地域産品の生産・加工・開発
地域や地域産品の情報発信・ＰＲ
観光資源の企画・開発
観光サービスに関する活動
都市部等からの移住・交流促進
教育・学習支援
イベントの企画・運営、集客
地域産品の流通・販売・マーケティング
文化・スポーツ振興
観光・宿泊施設の運営
空き家・空き店舗対策、不動産活用
環境保全、自然保護、鳥獣対策
地域の伝統産業、技術伝承
地域資源や地域づくりに関する調査・研究
高齢者の生活支援、見守り
行政事務、財務・マネジメント
医療、保健
地域の防犯、防災、安全確保
その他

出典：総務省「地域おこし協力隊の定住状況等に係わる調査結果概要（令和２年１月公表）」

令和元年度には全国で
約5500人の隊員が活動

隊員・自治体・地域
“三方よし”の関係性

各種支援を充実させ
隊員希望者を後押し

活動期間は１年から３年
地域に根ざした分野に従事

同一市町村に定住した
隊員の36％が起業

約６割の隊員が継続して、
同じ地域に定住

事業継承

就職

就農・就林など

その他
不明

起業
36.0%

他の地域に転出

その他へ
転出

不明
活動地に定住

50.8%

活動地の近隣に定住
12.0%

起業
飲食サービス業（151名）、美術家、デザイナー、写真家、映像撮影者（110名）、
宿泊業（104名）、６次産業（79名）、小売業（73名）、観光業（51名）、
まちづくり支援業（42名）	ほか
就業
行政関係（302名）、観光業（120名）、農林漁業（86名）、
地域づくり・まちづくり支援業（74名）、医療・福祉業（53名）、小売業（46名）、
製造業（43名）、教育業（36名）、飲食業（33名	）ほか	
就農・就林等
農業（262名）、林業（31名）、畜産業（12名）、漁業・水産業（４名）、ほか
事業承継
○酒造の承継、民宿の承継　等（11名）
※準備中・研修中を含む

任期終了後定住した隊員の動向



「
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
）を
通
じ
て
平

川
と
い
う
場
所
を
、
日
本
の
み
な
ら
ず
海
外
の
人
に

も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」。

そ
う
話
す
の
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
川
嶋
慎

治
さ
ん
。
ゴ
ー
グ
ル
が
無
く
て
も
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

体
験
す
る
こ
と
こ
と
も
可
能
だ
。

2
0
2
0
年
8
月
に
は
、
平
川
市
の
猿
賀
公
園
を

モ
デ
ル
に
し
た
「
バ
ー
チ
ャ
ル
猿
賀
公
園
」
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
ご
当
地
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
バ
ー
チ
ャ
ル
み

ち
の
く
納
涼
祭
in
平
川
」
を
開
催
。
全
国
か
ら

3
0
0
人
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が
集
ま
っ
た
。

秋
田
市
出
身
の
川
嶋
さ
ん
は
、
弘
前
大
学
卒
業
後
、

東
京
の
Ｉ
Ｔ
会
社
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
就
職
。
実

際
の
仕
事
内
容
と
、
大
学
で
培
っ
た
美
術
系
の
経
験

を
活
か
せ
る
業
務
と
の
乖
離
に
悩
ん
だ
。

「
美
術
系
の
経
験
と
東
京
で
身
に
つ
け
た
新
し
い
技

術
を
地
域
に
役
立
て
た
い
」
と
、
2
0
1
8
年
5
月

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
平
川
市
に
移
住
。

「
1
・
2
年
目
は
地
元
を
知
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
、

頼
み
事
に
は
可
能
な
限
り
応
え
る
努
力
を
続
け
た
」。

道
の
駅
や
地
元
企
業
の
ウ
ェ
ブ
作
成
、
取
材
、

S
N
S
で
の
情
報
発
信
、
動
画
の
作
成
な
ど
、
ス
キ

ル
を
生
か
し
て
活
動
し
て
い
る
。

3
年
目
と
な
っ
た
2
0
2
0
年
は
、
も
と
も
と
興

味
の
あ
っ
た
Ｖ
Ｒ
へ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
た
。

「
Ｖ
Ｒ
を
使
う
こ
と
で
、
な
か
な
か
行
け
な
い
遠
い

地
域
を
自
宅
に
居
な
が
ら
擬
似
体
験
で
き
る
ん
で
す
」

と
目
を
輝
か
せ
る
川
嶋
さ
ん
は
、
今
後
、
観
光
や
農

業
体
験
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
用
し
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
協
力
隊
の
任
期
満
了
後

は
、
個
人
事
業
主
と
し
て
Ｖ
Ｒ
を
使
っ
た
ア
ー
ト
に

も
力
を
入
れ
た
い
と
話
す
。

「
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
も
遠
く
の
場
所
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
、
Ｖ
Ｒ
の
面
白
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
」

東
京
で
農
業
専
門
の
新
聞
社
に
勤
め
て
い
た
入
江

紫
織
さ
ん
が
、
新
し
い
仕
事
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
Ｊ
Ａ
全
中
へ
の
出
向
で
、
マ
ル
シ
ェ
の
運

営
に
携
わ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

「
マ
ル
シ
ェ
で
い
ろ
い
ろ
な
方
と
話
を
す
る
と
、
自

分
で
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
野
菜
や
農
業
の

こ
と
っ
て
、
世
の
中
の
人
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
ん
だ

な
と
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
生
産
者
と
消
費
者

を
つ
な
い
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
野
菜
の
魅
力
を

伝
え
る
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
始
め
ま
し
た
」

そ
ん
な
思
い
を
も
っ
て
３
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
茨

城
県
那
珂
市
で
地
元
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
や
新
し
い
シ
ス
テ

ム
作
り
に
よ
る
農
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
の
だ
。

「
実
は
、
那
珂
市
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
仕
事
は
自
分
が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
そ
こ
は
迷
わ
ず
応
募
し
ま
し
た
ね
」

那
珂
市
で
は
多
種
多
様
な
作
物
を
生
産
し
て
い
る

が
、
地
域
の
人
は
「
特
産
品
が
な
い
か
ら
…
…
」
と

Ｐ
Ｒ
の
方
法
に
悩
ん
で
い
た
そ
う
。
し
か
し
、
入
江

さ
ん
は
、
逆
に
何
で
も
あ
る
の
を
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
、

地
元
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
組
織
と
協
力
し
て
、
マ
ル

シ
ェ
で
野
菜
セ
ッ
ト
を
予
約
制
で
販
売
。
S
N
S
で

情
報
発
信
し
た
こ
と
も
あ
り
、
新
し
い
顧
客
を
呼
び

込
む
こ
と
に
も
成
功
し
、
こ
れ
が
大
ヒ
ッ
ト
。

「
農
業
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、
ま
ず
、
い
い
と
こ

ろ
を
打
ち
出
し
て
い
く
。
そ
し
て
消
費
者
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
。
情
報
発
信

力
は
高
め
て
い
き
た
い
し
、
新
し
い
販
路
の
開
拓
に

も
力
を
入
れ
た
い
で
す
ね
」

マ
ル
シ
ェ
に
訪
れ
た
人
が
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
ス

タ
イ
ル
に
「
変
わ
っ
た
ね
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
か
ら
は
そ
の
変
わ
っ
た
こ
と
を
化
け
さ

せ
、
変
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
入
江
さ
ん
。
そ

の
活
動
は
、
地
域
に
新
し
い
風
を
運
ん
で
い
る
。

VR ゴーグルを手に、笑顔の
川嶋さん。コントローラーを
使って仮想空間を作る作業
は、実は肉体労働なのだそう

上）川嶋さんが作成した「バーチャル猿賀
公園」（右上）活動拠点のひとつとなる道
の駅いかりがせきで、スタッフと情報交換

上）野菜農家で、アグリビジネス組織「フェル
ミエ那珂」のメンバーでもある小林大輔さんと
新しい企画について相談する入江さん。消費
者をまきこんだ収穫体験なども計画している

1986 年生まれ。京都府出身。実家が九条ネギの卸売業をしていた
こともあり、農業専門の新聞社に入社。JA 全中（全国農業協同組
合中央会）への出向を経て、10 年勤めたのち現職。東日本大震災
の復興支援にも尽力し、今も地元の農家と交流が続く。

地元農産物の PR と
新たなシステム作りを目指す現在は前職は 農業専門新聞社

VRを使って観光PR
平川をたくさんの人に伝えたい！

青森県平川市

1
川嶋慎治さん

平川市 地域おこし協力隊　

interview

現役隊員

秋田市出身。1989 年生まれ。弘前大学卒業後、東京の IT 会社勤務
を経て、2018 年に平川市地域おこし協力隊として移住。道の駅い
かりがせきのウェブサイト作成をはじめ、幅広い情報発信を行う。前職は VR を活用した

地域おこしに取り組む現在は東京の IT 会社
エンジニア

新たな情報発信と販売システムで
地域の農業活性化を導く

茨城県那珂市

2
入江紫織さん

那珂市 地域おこし協力隊

interview

現役隊員

文・島田真紀子　撮影・近藤香奈子（AKITEDGE）

文・和田義弥　撮影・古里裕美
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江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
街
並

み
が
残
る
旧
中
山
道
沿
い
の
「
薮
原
宿
」。
そ
の
一

角
で
、
空
き
家
だ
っ
た
旧
藤
屋
旅
館
を
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
た
「
藤
屋
レ
ジ
デ
ン
ス
」
が
、
木
祖
村
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
3
年
目
の
大
沢
理
沙
さ
ん
の
拠
点

だ
。
大
沢
さ
ん
は
、
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
の
代

表
で
あ
る
岩
熊
力
也
さ
ん
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法

人
木
曽
ア
ー
ツ
を
立
ち
上
げ
た
。

名
古
屋
芸
術
大
学
出
身
の
大
沢
さ
ん
は
、
学
生
時

代
に
「
ア
ー
ト
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
活
か
す
」

と
い
う
ゼ
ミ
の
一
環
で
、
毎
年
夏
に
木
祖
村
へ
通
っ

て
い
た
。「
イ
ン
タ
ー
ン
を
し
て
、
自
宅
に
帰
る
た

び
に
、
木
祖
村
に
心
惹
か
れ
て
」。
大
学
4
年
時
に

1
週
間
滞
在
し
て
過
ご
し
た
こ
と
で
、
こ
こ
に
暮
ら

し
続
け
た
い
気
持
ち
が
芽
生
え
た
。
そ
の
時
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
知
る
。

旧
藪
原
宿
の
活
性
化
が
協
力
隊
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

活
動
の
糸
口
を
探
っ
て
い
る
時
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
、

岩
熊
さ
ん
だ
っ
た
。
東
京
で
芸
術
活
動
を
し
な
が
ら

武
蔵
野
美
術
大
学
の
非
常
勤
講
師
も
務
め
て
い
た
岩

熊
さ
ん
は
、
震
災
以
降
に
都
会
で
ア
ー
ト
活
動
を
し

て
い
く
こ
と
に
疑
問
を
抱
き
、
こ
の
地
に
や
っ
て
き

て
い
た
。
大
沢
さ
ん
は
、「
地
域
で
営
ま
れ
る
生
活

や
資
源
と
と
も
に
ア
ー
ト
を
育
ん
で
い
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
掲
げ
る
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
の
活
動

に
賛
同
し
連
携
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
自
身

の
企
画
と
し
て
、
旧
藪
原
宿
の
屋
号
を
継
承
す
る
た

め
、
職
人
や
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
「
つ
ば
め
型
屋

号
看
板
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
を
行
っ
た
。

現
在
、
旧
藪
原
宿
は
4
軒
に
1
軒
が
空
き
家
の
状

態
。
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
で
も
大
沢
さ
ん
は

「
地
域
の
方
は
、
地
域
文
化
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。

1
年
後
、
3
年
後
と
未
来
を
想
像
し
な
が
ら
、
木
曽

ア
ー
ツ
が
若
者
と
次
世
代
の
子
供
た
ち
に
影
響
を
与

え
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
語

っ
て
く
れ
た
。

秋
田
県
の
内
陸
北
部
に
位
置
す
る
鹿
角
市
は
、
温

泉
が
た
く
さ
ん
湧
き
出
る
雪
深
い
土
地
だ
。
東
京
の

ア
ウ
ト
ド
ア
企
業
に
勤
め
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
大
好

き
で
冬
は
雪
山
を
巡
っ
て
い
た
と
い
う
木
村
さ
ん
は

「
雪
国
に
住
み
た
い
」
と
、
２
０
１
５
年
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
奥
様
と
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

移
住
し
た
。
任
期
中
は
、
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と

し
て
鹿
角
市
の
Ｐ
Ｒ
や
移
住
者
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

移
住
促
進
の
た
め
の
活
動
に
従
事
。
活
動
す
る
中
で
、

も
っ
と
鹿
角
を
都
会
の
人
に
周
知
す
る
こ
と
、
移
住

者
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感

じ
た
木
村
さ
ん
は
、
２
０
１
６
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
か
づ
のclassy

」
を
立
ち
上
げ
、
移
住
相
談
の
窓

口
業
務
、
移
住
ツ
ア
ー
・
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど
移
住

に
関
す
る
対
応
を
幅
広
く
行
っ
て
き
た
。

2
0
1
7
年
に
は
奥
様
と
2
人
で
個
人
事
業
「
月

と
山
社
」
を
起
業
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
チ
ラ
シ
の

デ
ザ
イ
ン
業
を
始
め
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
奥
様
が
メ
イ

ン
で
行
い
、
木
村
さ
ん
は
営
業
担
当
だ
。

移
住
か
ら
5
年
、
木
村
さ
ん
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か

づ
のclassy

理
事
長
、
個
人
事
業
主
の
ほ
か
、
社
会

福
祉
法
人
愛
生
会
の
職
員
と
い
う
3
つ
の
肩
書
が
あ

る
。「
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
後
、
起
業
以
外
の

選
択
肢
も
あ
っ
て
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
よ
そ
者
の

目
線
で
地
域
に
不
足
し
て
い
る
も
の
を
見
つ
け
て
、

う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
す
れ
ば
、
そ
の
不
足
し
て
い
る

部
分
に
仕
事
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。
愛

生
会
は
、
保
育
園
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
洗
濯

代
行
サ
ー
ビ
ス
等
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
で
、

木
村
さ
ん
は
チ
ー
フ
コ
ン
テ
ン
ツ
オ
フ
ィ
サ
ー
と
し

て
広
報
面
を
一
手
に
引
き
受
け
る
。

「
鹿
角
は
豊
か
な
土
地
で
、
ま
だ
ま
だ
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
完
成
さ
れ
て
い
な
い
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が

あ
り
ま
す
。
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
ま
ち
、

稼
げ
る
ま
ち
と
し
て
、
起
業
一
本
で
は
な
い
生
活
の

仕
方
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
」

大沢さんと岩熊さんは、藤屋レジ
デンス内に事務所を置く。

（上）ランドリーサービスのスタッフと談笑する木村さ
ん　（右上）NPO法人かづの classy の拠点「kemakema」

木村さんの活動拠点のひとつである、社会福祉法人愛生
会の洗濯代行サービス「ビオベンツランドリーサービス」
の前で。オシャレなカフェのような外観だ

神奈川県出身。1978 年生まれ。東京のアウトドア企業で 14 年勤
務した後、2015 年に鹿角市地域おこし協力隊として移住。移住促
進活動を行うNPO法人、奥様と二人三脚で営む個人営業、社会福
祉法人の広報担当職員（CCO）の 3つの仕事を柱とする。

愛生会、かづの classy
月と山社と
３つの職種を持つ

現在は前職は アウトドア企業直営店
アシスタントマネージャー

アートをコミュニティに接続
地域を楽しくする意識改革

長野県木祖村

3
大沢理沙さん

木祖村 地域おこし協力隊

interview

現役隊員

岐阜県出身。1996 年生まれ。名古屋芸術大学美術学部アートクリ
エイターコース卒業。2020年12月に一般社団法人木曽アーツ設立。
木曽ペインティングスの運営、アーティストの滞在型施設藤屋レジ
デンス運営、デザイナーとしても活動。

一般社団法人
木曽アーツ代表理事前職は 現在は芸術大学生

任期を終えた後の生活も重要
3つの柱で安定して暮らす

秋田県鹿角市

文・田中聡子　撮影・高橋幸司

文・島田真紀子　撮影・近藤香奈子（AKITEDGE）

上）「湯川酒造店×木曽ペインティングス　ラ
ベルデザインコンペ」ではアーティストによる
限定ラベルを制作、販売。右上）木曽ペインティ
ングス旗挙げの練り歩きイベントの様子

4interview

隊員 O B

木村芳兼さん

社会福祉法人愛生会　法人本部 CCO
NPO 法人かづの classy　理事長

月と山社（個人事業主）

0809



学
生
時
代
、
震
災
後
に
立
ち
上
が
っ
た
大
学
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
か
き
小
屋
唐
桑
番
屋
」
に
参
加
し
て

い
た
織
笠
有
加
里
さ
ん
。
就
職
し
て
3
年
に
な
る
頃
、

仕
事
を
続
け
る
べ
き
か
悩
ん
だ
と
き
に
、
ゆ
か
り
あ

る
場
所
と
し
て
気
仙
沼
を
思
い
出
し
た
と
い
う
。

気
仙
沼
に
飛
び
込
ん
で
自
分
を
変
え
た
い
と
い
う

思
い
を
抱
い
て
い
た
織
笠
さ
ん
に
と
っ
て
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
3
年
と
い
う
活
動
期
間
は
、
地
域
を

知
り
、
今
後
を
考
え
る
の
に
ぴ
っ
た
り
な
時
間
だ
っ

た
。「
最
初
は
あ
ち
こ
ち
に
顔
を
出
す
こ
と
を
意
識

し
て
、
1
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
か
ら
『
こ
の
町
で
暮
ら

し
続
け
た
い
』
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

協
力
隊
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
気
仙
沼
に
何

度
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
・
開
催
だ
。café	RST

代
表
の
寺
口

さ
ん
と
、
生
活
の
変
化
で
出
番
が
減
っ
て
し
ま
っ
た

船
を
、
貸
切
で
夕
方
の
海
を
満
喫
で
き
る
サ
ン
セ
ッ

ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
。
小
型
船
な
ら
で
は
の
機
動
性

を
生
か
し
、
寺
口
さ
ん
が
乗
客
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

じ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
、
そ
ん
な
距
離
の
近
さ
が

良
い
と
こ
だ
と
笑
顔
を
見
せ
た
。「
気
仙
沼
の
人
に

触
れ
あ
っ
て
、
思
い
出
を
作
っ
て
帰
っ
て
ほ
し
い
で

す
」自

分
は
あ
く
ま
で
、
ま
ち
の
事
業
者
と
観
光
客
の

「
橋
渡
し
役
」
だ
と
、
感
謝
を
欠
か
さ
な
い
。
気
仙

沼
ク
ル
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
て
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を

分
析
し
、
事
業
者
の
協
力
を
得
て
「
体
験
」
の
形
に
。

協
力
隊
を
卒
業
し
て
も
、
気
仙
沼
で
観
光
・
経
済

を
動
か
す
役
割
を
続
け
よ
う
と
決
め
た
。
気
仙
沼
地

域
戦
略
の
職
員
と
し
て
、
引
き
続
き
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

な
ど
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
る
。「
気
仙
沼
は
、

や
っ
て
き
た
人
を
『
ま
ち
の
一
人
な
ん
だ
ね
』
と
受

け
入
れ
て
く
れ
、
育
て
ら
れ
る
よ
う
な
安
心
感
が
あ

り
ま
す
。
観
光
は
ま
ち
を
知
る
き
っ
か
け
な
の
で
、

そ
こ
で
し
っ
か
り
魅
力
を
届
け
、
気
仙
沼
フ
ァ
ン
を

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

谷
が
迫
り
、
日
本
昔
ば
な
し
を
彷
彿
と
さ
せ
る
里

山
。
山
の
中
腹
に
あ
る
「HOSTEL

結
い
庵
」
は
、

２
０
１
５
年
に
東
京
か
ら
移
住
し
た
熊
谷
洋
さ
ん
が

運
営
す
る
古
民
家
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
。
協
力
隊
着
任
1

年
目
か
ら
自
ら
古
民
家
改
装
を
始
め
、
3
年
目
に
開

業
。
現
在
、
南
木
曽
で
3
軒
を
運
営
す
る
。

東
京
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
で
働
い
て
い
た
熊
谷

さ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
立
案
や
M
&
A
な
ど
を

担
当
し
、
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
た
。「
30
代
で
独

立
し
、
海
外
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
振

り
返
る
。
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
で
、
都
市
生

活
に
依
存
し
た
生
活
か
ら
、
手
や
体
を
使
い
、
自
然

の
中
で
生
き
て
い
く
力
が
必
要
だ
と
考
え
始
め
た
。

地
方
に
暮
ら
し
な
が
ら
世
界
と
関
わ
り
、
さ
ら
に

社
会
課
題
に
も
取
り
組
め
る
仕
事
は
な
い
か
。

熊
谷
さ
ん
は
、
外
国
人
向
け
の
観
光
業
に
着
目
し
、

実
現
に
向
け
て
地
域
探
し
を
始
め
た
。「
南
木
曽
町

を
訪
れ
、
1
回
目
で
す
ご
く
気
に
入
っ
て
」。
さ
ら

に
後
押
し
し
た
の
が
、
南
木
曽
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
特
徴
。「
南
木
曽
の
協
力
隊
の
活
動
テ
ー
マ

は
基
本
的
に
自
由
。
地
域
お
こ
し
の
文
脈
に
合
え
ば
、

な
ん
で
も
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
」。
熊
谷
さ
ん

は
任
期
中
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
着
実
に
進
め

な
が
ら
、
培
っ
て
き
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
ス
キ

ル
を
地
域
の
た
め
に
使
っ
て
き
た
。

19
年
2
月
に
株
式
会
社
を
設
立
。
平
均
年
齢
30
歳
、

8
割
が
移
住
者
の
ス
タ
ッ
フ
15
名
と
共
に
、
ホ
ス
テ

ル
運
営
や
耕
作
放
棄
地
の
再
生
な
ど
を
手
が
け
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
ア
イ
デ
ア
は
豊
富
だ
。
草
木

染
め
や
木
工
製
品
の
開
発
・
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
、
春

か
ら
は
学
習
支
援
事
業
も
予
定
し
て
い
る
。

「
村
み
た
い
な
会
社
だ
ね
っ
て
っ
て
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
実
践
し
、
ま

ち
を
支
え
て
い
く
。
ま
た
、
地
域
で
続
い
て
き
た
モ

ノ
・
コ
ト
を
、
新
た
な
方
法
で
次
世
代
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
も
、
重
要
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

上）イルミネーションやコラボなどＰＲの案出
しをクルーズ船を操舵する寺口さんと。右
上）遠洋漁業のマグロ漁船が並んで停泊す
る姿は圧巻だ。

上）HOSTEL結い庵の中央に位置する囲炉裏は、
亡き大家さんの生家だった歴史を残す象徴的なも
の。右）ゲスト同士が交流する場になっているバー
カウンター。宿は1日2組限定。

宮崎県出身。1983 年生まれ。ソフトウエア企業から南木曽町の協
力隊を経て、ゲストハウスを開業。地方に暮らしながら、社会課題
に取り組み、世界や地元を豊かにしたいという信念のもと、ゲスト
ハウスを主体に、ものづくりや学習支援などの事業を展開する。

古民家ゲストハウス 3 軒運営
などを手掛ける
株式会社フォークロア代表

現在は前職は ソフトウェア会社 
経営企画

おかえり、と迎えられるまちで
自分も楽しんで魅力を伝える

宮城県気仙沼市

大学在学中に「かき小屋	唐桑番屋」に関わり、民宿の女将さんが「お
かえり」と声をかけてくれたことに新鮮な感動を覚えた。会社員経
験を経て、働くことや人生の節目をどう作るか考え直し、気仙沼地
域おこし協力隊の一員に。2020 年 12 月まで務めた。

気仙沼地域戦略の職員として
クルージングなど体験商品の開発
や気仙沼クルーカードの運営

前職は 現在は建築設計事務所

地域の文脈に沿った
新しいコミュニティづくり

長野県南木曽町

6
熊谷洋さん

株式会社フォークロア

interview

隊員 O B

文・山口史津　撮影・古里裕美

文・田中聡子　

5
織笠有加里さん

一般社団法人　気仙沼地域戦略

interview

隊員 O G
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神
戸
市
内
の
児
童
館
に
勤
め
て
い
た
岸
本
有
希
さ

ん
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
出
会
っ
た
の
は

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

「
私
も
地
方
で
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、
何
か
力
に
な

れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
な
と
。
協
力
隊
と
い
う

選
択
肢
に
と
て
も
興
味
を
も
ち
ま
し
た
」

そ
の
年
秋
に
大
阪
で
協
力
隊
募
集
の
説
明
会
が
あ

り
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
愛
媛
県
主
催
だ
っ
た
。
会
場

で
松
野
町
の
ブ
ー
ス
が
気
に
な
り
、
２
週
間
後
に
は

自
ら
同
町
へ
。
突
然
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町

民
か
ら
熱
い
も
て
な
し
を
受
け
、「
こ
こ
だ
っ
た
ら

大
丈
夫
か
も
」
と
応
募
を
決
意
し
た
と
い
う
。

翌
春
か
ら
、
協
力
隊
員
と
し
て
町
の
観
光
課
に
所

属
。
松
野
町
は
愛
媛
県
南
部
に
あ
り
、
滑
床
渓
谷
と

い
う
景
勝
地
を
も
つ
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は

30
年
ほ
ど
前
か
ら
「
森
の
国
」
と
い
う
名
で
観
光
に

結
び
つ
け
て
い
る
が
、
岸
本
さ
ん
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

食
の
資
源
を
観
光
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
っ
た
。

「
ま
ず
は
道
の
駅
で
人
気
の
『
お
か
あ
さ
ん
レ
ス
ト

ラ
ン
』
を
手
伝
い
、
元
気
な
お
か
あ
さ
ん
た
ち
か
ら

地
元
の
食
材
や
料
理
法
を
教
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

多
く
の
町
民
と
関
わ
る
な
か
で
、
世
代
を
問
わ
ず
フ

ラ
っ
と
集
ま
れ
る
場
所
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
地
元
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
の
力
を
借
り
て
地

域
食
堂
を
試
験
的
に
開
い
た
り
も
し
ま
し
た
」

食
を
中
心
に
、
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
た
め
の
ス

キ
ル
を
ひ
と
つ
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
っ
た
岸
本
さ
ん
。

神
戸
の
母
親
か
ら
「
隊
員
に
な
っ
て
、
人
に
甘
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
そ
う
だ
。

協
力
隊
卒
業
後
は
、
滑
床
渓
谷
で
宿
泊
施
設
を
経

営
す
る
企
業
に
就
職
。
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
を
楽
し
む

人
々
で
に
ぎ
わ
う
ロ
ッ
ジ
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た

と
き
、
上
司
の
「
パ
ン
、
や
っ
て
み
な
い
？
」
の
一

声
で
、
新
し
く
オ
ー
プ
ン
す
る
パ
ン
屋
を
任
さ
れ
る

こ
と
に
。
い
ず
れ
は
地
元
の
食
材
を
パ
ン
づ
く
り
に

取
り
入
れ
た
い
と
、
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

３週間でパン作りの基本を覚え、２か月後にはロッ
ジ用の朝食パンを焼き、４か月後にはパン屋オープ
ン。岸本さんが働くパン屋は、四万十川源流の滑
床渓谷入口にある

食で町を元気にするスキルを
天然酵母のパン屋に活かす

愛媛県松野町

7
岸本有希さん

水際のロッジ（森とパン）

interview

隊員 O G

兵庫県出身。短大卒業後、体育教師をめざしつつ児童館に勤務して
いたが、田舎暮らしにも興味があったことから、2017 年春に松野
町の地域おこし協力隊員に。3年間務めたあと、地元の宿泊関連企
業に就職し、パン屋を担当している。

前職は
宿泊施設を経営する企業に
就職し、新規開店のパン屋で
パンを焼いて販売中

現在は児童館職員

文・宮本幹江　撮影・吉川道成

東
京
で
映
像
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た

田
中
義
之
さ
ん
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
道
を
選

ん
だ
の
は
、
当
時
３
歳
間
近
だ
っ
た
娘
さ
ん
の
子
育

て
環
境
に
疑
問
を
も
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
自
身
も

長
時
間
通
勤
な
ど
で
身
体
に
異
変
を
感
じ
、
生
活
圏

を
小
さ
く
し
た
い
と
考
え
、
埼
玉
県
所
沢
市
か
ら
引

っ
越
し
す
る
こ
と
に
。「
せ
っ
か
く
引
っ
越
し
す
る

な
ら
南
の
温
か
い
と
こ
ろ
が
い
い
ね
と
夫
婦
で
話
し
、

食
の
豊
か
な
高
知
県
が
気
に
な
り
、
海
が
近
い
ほ
う

が
い
い
な
あ
と
大
月
町
を
選
び
ま
し
た
」

だ
が
、
協
力
隊
だ
け
の
給
料
で
家
族
を
養
っ
て
い

く
自
信
が
な
く
、
複
業
と
し
て
映
像
の
仕
事
も
続
け

た
い
と
思
っ
た
田
中
さ
ん
は
、
移
住
前
か
ら
周
辺
都

市
部
の
映
像
制
作
会
社
に
メ
ー
ル
を
送
り
、
仕
事
の

確
保
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
数
社
と
協
業
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
も
移
住
を
後
押
し
し
た
と
い
う
。

配
属
さ
れ
た
の
は
町
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
。
大

月
町
に
は
柏
島
と
い
う
全
国
屈
指
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
映
像
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ

ン
テ
ン
ツ
を
通
じ
て
、
柏
島
を
は
じ
め
と
す
る
大
月

町
の
魅
力
を
伝
え
る
の
が
田
中
さ
ん
の
仕
事
だ
。

２
０
２
０
年
8
月
で
３
年
の
任
期
を
終
え
た
田
中

さ
ん
は
、
家
族
と
と
も
に
町
に
残
り
、
映
像
制
作
で

の
自
営
業
を
始
め
た
。「
地
方
暮
ら
し
で
難
し
い
の

は
、
い
く
ら
す
ぐ
れ
た
技
術
を
持
っ
て
い
て
も
、
必

要
と
す
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
い
な
い
と
仕
事
が
成
立

し
な
い
と
い
う
こ
と
。
ぼ
く
の
場
合
は
引
き
続
き
町

の
情
報
発
信
業
務
に
携
わ
り
、
都
市
部
の
映
像
会
社

と
も
協
業
し
な
が
ら
収
入
を
得
て
い
ま
す
」

大
月
町
は
治
安
が
よ
く
、
食
べ
物
も
安
全
で
お
い

し
い
。「
移
住
前
よ
り
体
重
が
10
キ
ロ
増
え
ま
し
た
」

と
苦
笑
い
す
る
田
中
さ
ん
が
、
自
ら
に
課
し
て
い
る

の
は
大
月
町
の
映
像
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
り
。

「
町
の
映
像
を
い
ろ
い
ろ
と
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
町
が
元
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
道
な
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

上）協力隊卒業後も、田中さんは大月町の情報発信関係
の仕事を請け負っている。この日は、元上司の久松誉昇
（たかのり）さんと役場内で打ち合わせ　上右）町の産物
が集まる道の駅も恰好の撮影場所

岩手県出身。県内の工専卒業後、20 歳で上京。一度就職して学費
をためたのち、24 歳で映像系の専門学校へ。その後、都内で映像
制作の仕事に携わり、32 歳で協力隊として家族とともに大月町に
移住。協力隊卒業後も町に残り、映像の仕事を続けている。

動画等のデジタルコンテンツ
制作を請け負う個人事業を
起こし、町の情報発信にも協力

現在は前職は 映像クリエイター

大月町の魅力を伝える
映像のデータベースを作りたい

高知県大月町

8
田中義之さん

office TANAKA 代表

interview

隊員 O B

文・宮本幹江　撮影・吉川道成
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現
役
隊
員
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
繋
ぐ
「
秋
田
県
地
域

お
こ
し
協
力
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
2
0
2
0
年
2

月
に
発
足
し
た
。
設
立
の
立
役
者
は
、
当
時
、
男
鹿

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
役
隊
員
だ
っ
た
伊
藤
晴

樹
さ
ん
と
、
秋
田
県
移
住
・
定
住
促
進
課
の
高
橋
洸

太
郎
さ
ん
。

「
2
0
1
8
年
に
着
任
し
た
頃
は
隊
員
同
士
の
横
の

繋
が
り
が
少
な
く
、
他
の
市
町
村
で
ど
ん
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
知
る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
分
の
地
域
の
活
動
に
つ
い
て
迷
っ
た
り

悩
ん
だ
り
し
た
時
、
先
輩
に
相
談
し
た
り
他
地
域
の

事
例
を
参
考
に
し
た
り
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
ス
ム
ー

ズ
に
活
動
が
進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
」
と
伊
藤
さ
ん
は
話
す
。

県
職
員
と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
に
携
わ

っ
て
き
た
高
橋
さ
ん
は
、
各
地
の
様
々
な
事
例
を
見

て
き
た
。
意
欲
に
燃
え
て
協
力
隊
に
応
募
し
た
人
が
、

居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
ず
挫
折
す
る
な
ど
、
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
事
例
も
あ
る
。
そ
こ
で
高
橋
さ
ん
は

伊
藤
さ
ん
と
共
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、
市

町
村
の
枠
を
越
え
た
交
流
の
場
、
先
輩
隊
員
が
後
輩

隊
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
。

2
0
2
0
年
は
、
県
内
各
地
の
活
動
内
容
を
紹
介
す

る
研
修
・
交
流
や
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
現
役
隊
員

へ
の
相
談
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。
さ
ら
に
今
後
は
、
協

力
隊
の
受
け
入
れ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
県
内
全
域

に
共
有
し
、
地
域
と
協
力
隊
員
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
減

ら
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
を
務
め
る
伊
藤
さ
ん
は
、

「
気
軽
に
相
談
で
き
る
仲
間
の
存
在
は
、
と
て
も
大

事
。
能
力
の
高
い
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
な
く
て
も
、
誰

で
も
自
分
の
ス
キ
ル
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
て
、
協

力
隊
員
も
地
域
も
幸
せ
に
な
れ
る
土
壌
を
作
り
た
い

で
す
」
と
話
す
。
楽
し
い
場
所
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
場

所
だ
か
ら
自
然
と
人
が
集
ま
っ
て
く
る
…
秋
田
を
そ

ん
な
土
地
に
し
た
い
と
い
う
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
き
っ
か
け
は
、
学
生
時

代
の
海
外
旅
行
。
ネ
パ
ー
ル
の
山
奥
を
は
じ
め
、
電

気
も
水
道
も
な
い
田
舎
で
過
ご
す
と
い
う
独
特
な
旅

で
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
魅
了
さ
れ
た
と
い
う
藤
井

さ
ん
。「
当
初
は
、『
日
本
に
も
田
舎
は
あ
る
。
こ
ん

な
場
所
か
ら
新
し
い
暮
ら
し
方
を
発
信
で
き
た
ら
い

い
な
』
と
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た
思
い
で
ス
タ
ー
ト
し

た
ん
で
す
。
で
も
最
初
は
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

や
ら
。
ま
ず
は
『
自
分
は
何
が
し
た
い
の
か
』
原
点

に
戻
っ
て
考
え
ま
し
た
ね
」
と
、
当
時
を
振
り
返
る
。

大
学
卒
業
後
、
美
作
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
上
山
地
区
や
県
内
最
北
端
・
梶
並
集
落
に
移
住
し

た
藤
井
さ
ん
は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
若

者
の
自
立
支
援
と
移
住
促
進
を
行
う
滞
在
型
の
寮
を

開
設
。
そ
の
後
、
岡
山
県
の
協
力
隊
卒
業
生
で
つ
く

る
「
岡
山
県
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
そ
の
代
表
を
務
め
る
傍
ら
、

総
務
省
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の
相

談
員
と
し
て
も
活
躍
。
離
島
に
い
る
隊
員
の
支
援
や

大
学
講
師
な
ど
そ
の
活
躍
の
場
は
幅
広
い
。

岡
山
県
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

現
役
隊
員
の
研
修
や
相
談
、
事
業
組
み
立
て
の
支
援

な
ど
を
行
い
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
経
験
や
実
績
を
次
世

代
に
つ
な
げ
る
役
割
も
担
う
。
O
B
O
G
や
周
辺
地

域
の
協
力
隊
員
と
繋
が
れ
ず
孤
立
す
る
隊
員
も
い
た

が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
後
は
O
B
O
G
や
現
役
隊

員
同
士
の
顔
つ
な
ぎ
が
以
前
よ
り
も
で
き
、
お
互
い

の
顔
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
元
気
な
田
舎
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
多
種
多
様
な

人
々
が
集
ま
る
人
口
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
地
域
づ
く
り

が
大
切
。
今
後
は
全
国
の
隊
員
が
つ
な
が
れ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
重
要
に
な

る
。
地
域
ご
と
の
課
題
解
決
や
、
地
域
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
自
己
実
現
に
貢
献
で
き
る
ハ
ブ
づ
く
り
が
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
た

活
動
を
展
開
す
る
。

左が伊藤さん、右が高橋さん。
伊藤さんの自宅から徒歩数分の
海岸に日本海が広がる

男鹿市の現役隊員の佐々木里保さん、吉岡利
那さんが合流し、伊藤さんの自宅でミーティ
ング。普段は伊藤さんが現場へ足を運ぶこと
が多い

上）この日は、岡山県地域おこし協力隊ネットワー
ク「OEN」のメンバーが集結。中四国各県の協力
隊OB・OGのリアルな「今」の活動話しが聞ける、
オンラインセミナー開催に向けての打合せ

岡山県出身。「社会的意義のある事」と「地方再興に資する事」の
2軸で活動。全国にネットワークを持ちその内容も幅広く、福祉、
教育、観光、地域制度の各分野で事業や法人を立ち上げ運営してい
る。岡山県地域おこし協力隊の相談員でもある。

離島や農山村をフィールドに
地域の振興や若者の自立支援、
人材育成など、地域の未来を耕す

現在は前職は 大学生

スーパーマンでなくても、誰でも
活躍できる環境を目指して

秋田県

9
高橋洸太郎さん

秋田県移住・定住促進課

interview

協力隊ネットワーク

伊藤晴樹さん：能代市（旧二ツ井町）出身。秋田大学大学院を修了後、
地元企業に就職。2018 年に男鹿市地域おこし協力隊として移住。
高橋洸太郎さん：横手市出身。秋田県庁勤務 10 年目。3年前から
地域おこし協力隊の担当となり、県内各地を飛び回る。

伊藤さん：起業し、人材育成＆
パフューマー（調香師）として活躍。
ネットワーク代表を務める

前職は 現在は伊藤さん：
会社員

「なりたい自分」を叶える
「元気な田舎づくり」を岡山から！

岡山県

藤井裕也さん
岡山県地域おこし協力隊ネットワーク

10interview

協力隊ネットワーク

文・島田真紀子　撮影・近藤香奈子（AKITEDGE）

文・井上友子　撮影・植田敬太郎

伊藤晴樹さん
秋田県地域おこし協力隊ネットワーク
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玄
界
灘
・
有
明
海
の
２
つ
の
海
に
、
広
々
と
し
た

平
野
と
山
林
。
地
域
資
源
も
豊
富
な
上
に
有
田
焼
な

ど
陶
磁
器
の
産
地
で
も
あ
り
、
文
化
と
伝
統
が
多
く

残
る
佐
賀
県
。
人
口
の
少
な
さ（
約
80
万
人
）に
比

例
し
て
協
力
隊
の
導
入
数
自
体
は
少
な
い
も
の
の
18

年
に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
佐
賀
県
地

域
お
こ
し
協
力
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｓ
Ｃ
Ｎ
）」
は
、

全
国
で
も
珍
し
い
取
り
組
み
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

県
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
集
ま
る
研
修
会
の

企
画
運
営
、
相
談
窓
口
な
ど
現
役
隊
員
の
サ
ポ
ー
ト

は
も
ち
ろ
ん
、
自
治
体
へ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

導
入
・
募
集
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
特
徴
だ
。

以
前
は
、
自
治
体
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
原
因
で
、
応
募
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
と

い
う
。
そ
ん
な
中
、
S
C
N
が
２
０
２
０
年
に
導
入

を
支
援
し
た
４
市
町
は
、
い
ず
れ
も
１
０
名
を
超
え

応
募
が
あ
っ
た
。
特
に
嬉
野
市
の
「
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ

×
空
き
家
」
の
募
集
に
は
41
名
の
応
募
者
が
殺
到
し

た
。
Ｓ
Ｃ
Ｎ
が
市
町
と
共
に
企
画
し
た
募
集
は
「
公

園
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」、「
ひ
と
と
暮
ら
し
を
切
り

と
る
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
」、「
地
域
新
聞

社
の
設
立
」
と
聞
い
た
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
内
容

ば
か
り
。

佐
々
木
「
地
域
資
源
、
課
題
の
洗
い
出
し
、
今
本

当
に
地
域
が
望
ん
で
い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
丁
寧

に
時
間
を
か
け
て
探
り
な
が
ら
市
町
さ
ん
と
地
域
の

方
と
企
画
を
し
て
い
ま
す
」

門
脇
「
地
域
の
ニ
ー
ズ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
来

る
側
に
も
人
生
を
か
け
て
飛
び
込
み
た
い
と
思
え
る

企
画
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
う
語
る
２
人
は
、
任
期
後
も
地
域
の
キ
ー
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
呼
び
込
み
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
言
う
。「
自
治
体
と
Ｓ
Ｃ

Ｎ
が
協
力
し
合
い
、
力
の
入
っ
た
募
集
案
件
が
こ
れ

か
ら
ど
ん
ど
ん
出
来
上
が
っ
て
く
る
の
で
、
ぜ
ひ
見

て
欲
し
い
で
す
」
と
今
後
の
活
動
に
意
気
込
ん
だ
。

有田町役場の職員さんと地域資源・課題を
話し合う様子。

少数精鋭の丁寧なサポート！
佐賀の協力隊募集がアツい理由

佐賀県

佐々木元康さん・門脇恵さん
佐賀県地域おこし協力隊ネットワーク　共同代表

協力隊ネットワーク

佐々木元康さん：佐賀県出身。大学進学のため上京。卒業後、会社
員を経て 2015 年、有田町の地域おこし協力隊としてUターン。
門脇恵さん：東京都出身。社会人を経て、念願の山暮らしをするた
めに 2014 年に地域おこし協力隊として佐賀市富士町へ移住。

協力隊ネットワークとして
自治体と協力隊員を
サポート

前職は 現在は佐々木さん：製薬会社員
門脇恵さん：保険営業

文・中村美由希　撮影・野田尚之

11interview

「地域おこし協力隊」。地域に関わりを
持つ者はだれもが知っている存在です。
それどころか、身近な学生の中には、
大学卒業後の進路として、協力隊を通
じた地方移住をひとつの選択肢と考え
る者も珍しくはありません。
しかし、この制度が誕生した2009年
は、いまほど移住者は多くはありませ
んでした。むしろ、この制度をひとつ
の「バネ」として、「田園回帰」と称さ
れる大都市から地方部への移住が、日
本社会のひとつの潮流となったように
思います。
それでは、なぜ、この制度がそうした
役割を果したのでしょうか。別の言葉
で言えば、地域おこし協力隊という仕
組みが、移住を考える人々やそれを受
け入れる地域の現場からこのように支
持されている理由は、いったい何でし
ょうか。

私は、この制度が多様な要望に応えて
いることにその要因があると考えてい
ます。地方移住の目的や動機は実に多
彩です。ある人は、「地域でなにか貢

献したい」と考え、別の方は「そこに
ビジネスチャンスがある」と思ってい
ます。「田舎暮らしに昔から憧れてい
た」という人も少なくありません。ま
た、特定の地域を最初から目指す人も
いれば、偶然出会った、魅力的な先輩
移住者に惹きつけられるケースもあり
ます。さらに、今のスキルを移住先で
活用しようと意識する方も、協力隊の
期間にそれを身につけようとする者も
います。つまり、移住をめぐる多様性
はいろいろな面に現れています。
これに対して、この制度は、「移住と
はこうであるべきだ」と、特定の姿を
追求するものではありません。それは、
この冊子に生き生きと紹介さている、
現役隊員やOG・OBの姿を見れば明ら
かです。実際、協力隊の募集は、地域
の実情や未来のビジョンに応じて、多
彩なものとなっており、制度の仕組み
にもそれが意識されています。
この制度が長く支持される、もうひと
つの理由は、協力隊間のネットワーク
の存在ではないでしょうか。市町村の
単位で隊員が繋がることは当然ですが、
本冊子でも紹介されているように、多
くの地域では、都道府県単位でOG・
OBを含めたネットワークが、彼ら自
身により組織化されています。それに
より、情報交換だけではなく、仕事上

の連携さえも生まれています。こうし
たことは、普通の移住ではなかなかで
きないことだと思います。「協力隊」
という、ブランドがこのような繋がり
を作っていると言えます。

協力隊へのアプローチを考える皆さん
は、この冊子で紹介されている先輩達
を参考にしながら、「何を目的に」、
「どのような地域で」、「だれと一緒に」、
「どんな活動するのか」などを、具体
的にイメージしてみてください。全国
には、様々な地域があり、多様な活動
をする隊員を求めています。紹介され
ているポータルサイトを活用しながら、
少しでも適合的な地域や活動を見つけ
ていただきたいと思います。
現在、新型コロナウイルスの感染拡大
の中で、「ポストコロナ社会」の在り
方が模索されています。そこでは、あ
らためて、人口低密度な地方への関心
が高まっており、人口の東京圏一極集
中傾向にも変化の兆しも見られます。
このため、10年以上の歴史を持つこ
の制度の役割はさらに大きくなるでし
ょう。協力隊を考える皆さん、地域の
皆さんの双方の思いの実現を期待して
います。

「田園回帰」傾向を支える
協力隊制度

有識者による
メッセージ

プロフィール：
東京大学助教授等を経て、2006 年より現職。
博士（農学）。専門は、農村政策論、地域ガバナンス論。
国内外の農山村地域を歩き、集落レベルから
国の政策レベルまでの実態を研究し、
政策提言を行っている。著書に『農山村は消滅しない』（岩波新書）
『農村政策の変貌』（農文協）など多数。

小田切徳美 氏

明治大学 農学部 食料環境政策学科 教授

協力隊の二つの特徴
―多様性とネットワーク―

ポストコロナ社会へ向けて
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協力隊員に関する
悩みや疑問は
サポートデスクに相談してみよう

隊員経験者や知見を有する有識者を
「アドバイザー」として総務省が委嘱
し、当該アドバイザーと連携・協力し
て相談に対応

アドバイザーチーム
サポートデスクにおける相談事例の共
有のため、相談員・アドバイザー・総
務省による連絡会議を定期的に開催

定期連絡会議
◎サポートデスクに寄せられた相談内
容を集計・分析し、毎月報告
◎全国の地域おこし協力隊員の活動状
況や任期終了後の状況などの資料を幅
広く収集

総務省へ報告・情報提供

活動にあたっての悩みや行政・地域と
の関係改善、任期終了後の悩みを相談

現役の
地域おこし協力隊員

応募にあたっての悩みや制度に関する
質問を相談

地域おこし協力隊員に
なることを希望する方

隊員の活動支援や定住支援の相談、募
集・任用などの悩みを相談

受入自治体の
担当職員など

「移住・交流情報ガーデン」には「地域おこし協力隊サポ
ートデスク」を併設。協力隊員の希望者のみならず、現役
の協力隊員や受入自治体の担当職員などの悩みや相談に対
応します。応じるのは、一般行政相談員や専門相談員など。
豊富な知識と経験で、相談者の悩みに寄り添います。「移
住・交流情報ガーデン」の詳細はP.21をご参照ください。

「移住・交流情報ガーデン」内に相談窓口を開設
地域おこし協力隊サポートデスク

〇専用相談ダイヤル（相談料無料・ただし通話料は有料）
〇受付時間は平日11:00～ 19:00、土日祝11:00～ 18:00
　（月曜、祝日の場合翌営業日）、年末年始を除く
〇利用回数、利用期間制限なし

電話相談
地域おこし協力隊員向け

03-6225-2318
地方公共団体職員向け

03-6225-2319

〇専用アドレス（WEBフォーム）で年中無休・24時間受付
〇原則として５営業日以内を目途に相談員から回答
〇利用回数、利用期間制限なし

メール（WEB）相談
※このほか、地域おこし協力隊員および受入
自治体の双方が希望する場合で、業務管理者
が必要と認める場合に限り出張による相談（仲
介）を行う（１件の相談につき、出張による相
談対応は原則１回限り）

隊員や地方公共団体職員の一
般的な問い合わせなどに対応
する相談員が「移住・交流情
報ガーデン」に常駐（１名）

一般行政相談員

地域おこし協力隊OB･OGで
ある専門相談員を７名配置。
相談員が自らの知見をもとに
相談に対応します。

専門相談員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

な
る
に
は

皆さんからの応募は、地方自治体による選考の結果、採用が決定します
3 地方自治体が選考・採用

晴れて採用となったら、地方自治体が委嘱状等を交付。
「地域おこし協力隊」としての委嘱を受けます

4 地方自治体が委嘱状を交付

委嘱を受けたら、現住所から採用先の地方自治体に住民票を異動。
地域おこし協力隊員として新たな生活が始まります！

5 採用先に住所を移して活動開始！

迷ったときは、「おためし地域おこし協力隊」や
「地域おこし協力隊インターン」を活用！

	「おためし地域おこし協力隊」とはその
名の通り、協力隊員を本格的に活動する
前に、一定期間だけ地域協力活動を体験
し、受入地域とのマッチングを図る制度
です。制度を導入している地方自治体は、
住民との交流を含む２泊３日以上の地域
協力活動の体験プログラムを実施します。
プログラムに参加すれば、受入地域や受
入自治体と早い段階から交流できるので、

協力隊採用後もスムーズに活動を始めら
れます。
この制度は地域協力活動に興味がある人
だけでなく、受け入れ地域、受け入れ自
治体にもメリットがあります。
受け入れ地域にとっては、希望者に直接
思いを伝えるきっかけになります。また、
外部人材を受け入れる準備も整えられる
のです。また、受け入れ自治体にとって

は新たな募集形態として隊員の担い手を
探すことができます。
また、令和３年度からは、より具体的に
協力隊としての生活がイメージできるよ
う、２週間から３か月の間、実際の地域
おこし協力隊の業務に従事できる「地域
おこし協力隊インターン」も新たにスター
トします。ご自身の関心等に合わせ、幅
広く募集情報を確認して活用しましょう。

地域おこし協力隊員は、地方自治体が募集・選考します。活動内容や条件、処遇などは
自治体によって様々です。まずは自治体のホームページなどの募集情報を確認しましょう

1 まずは募集情報をチェック！

※総務省は隊員一人につき、報償費等 270 万円（原則）を含む、上限 470 万円の財政支援をしています（上限 470 万円は令和３年度から）。
※処遇は地方自治体により様々ですが、非常勤の公務員として任用される場合や、地方自治体と委託契約を結ぶ場合等があります。

活動内容や条件、現地の暮らし……など、気になる地方自治体が見つかったら、
さっそく申しこんでみましょう！

2 気になる地方自治体に申しこみ＊1

*1 ：なお転出元、転入先ともに、一定の地域要件があります。
総務省のウェブサイト「地域おこし協力隊の地域要件について」をご確認下さい。
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開館時間　平日11:00～ 21:00、土日祝11:00～ 18:00
休館日　月曜、年末年始
所在地　東京都中央区京橋1-1-6	越前屋ビル

移住・交流情報ガーデン
QRコード

移住・交流情報ガーデン

手厚い
支援や制度で
隊員の起業をサポート

任期終了後の隊員の動向のひとつに「起業」があります。地域資源を活かし
た観光事業やカフェ、レストラン運営など選択枝は多彩です。起業支援制度
も充実しており、起業にあたって必要となる経費についての財政支援や、現
役隊員だけでなくOB・OGも対象にしたビジネスプラン・コンペティション
などを用意。そのほかの支援制度も併わせてご紹介します。

中小企業中小事業者の未来をサポートするサイトとして国が運営する支援サイト。情報収集・
疑問解決の手段として手軽に活用することができる。
https://mirasapo-plus.go.jp/

ミラサポ

国が全国47都道府県に設置している。また、一部のセンターでは、後継者不在の小規模事業者
と創業を志す個人起業家をマッチングする「後継者人材バンク事業」が行われている。
http://shoukei.smrj.go.jp/consultation/

事業引継ぎ支援センター

起業に関する相談や経営上の悩みに対応するワンストップ相談窓口。国が全国47都道府県に設
置している。任期中なら、起業後、何度相談しても無料。
https://yorozu.smrj.go.jp/

よろず支援拠点

日本政策金融公庫国民生活事業が運営。地域おこし協力隊の任期を終了し、地域おこし協力隊
として活動した地域において新規開業しようとする者または新規開業した者を対象にして、事
業に必要な設備資金（土地に係る資金を除く）および運転資金を融資する。
https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/01_sinkikaigyou_m.html

日本政策金融公庫
国民生活事業の
新規開業資金

その他の起業・事業承継に関する支援制度

隊員としての活動最終年次及び活動終了後１年間（令
和３年度に限り２年間）に、活動地と同じ市町村内で
起業・事業承継を行う場合に、一人につき100万円を
上限に財政支援を行います。

起業・事業承継に要する
経費に対する財政支援

地域課題の解決や地域活性化に向けて、自治体の支援のもと、起業
に取り組む隊員または隊員OB・OGのビジネスプランを募集。専門
家による書類選考および審査会においてコンペティション形式で審
査し、支援事業を採択します。採択事業については、専門家による
現地指導を提供。事業実現に向けてサポートします。

地域おこし協力隊
ビジネスサポート事業

地域おこし協力隊ビジネスサポート事業の流れ

自治体の支援のもと、起
業に取り組む隊員の取り
組みを応募。

10月下旬～11月上旬

総務省が設置する審査会
において、応募プランの
中から、優秀なプランを
４プラン程度選定する。

11月中旬～12月中旬

選定されたプランについ
て、選定に携わった専門
家などから実現に向けた
アドバイスを提供。事業
を開始する。

1月～

報告会にて、プランの運
営にあたっての活動を発
表する。

３月上旬

アクセス
○ＪＲ東京駅（八重洲中央口）より
　徒歩４分
○東京メトロ銀座線	京橋駅より
　徒歩５分
○東京メトロ銀座線・東西線、
　都営浅草線	日本橋駅より徒歩５分

「移住・交流情報ガーデン」は、居住・就労・生活支援等に係
る情報提供や相談について、ワンストップで対応する窓口。地
方自治体や関係省庁とも連携し、全国の移住情報を提供してい
ます。東京駅から徒歩圏内にあり、相談員が移住の相談に対
応するほか、地方自治体などによる移住相談会や、地域おこし
協力隊の合同イベントも開催されています。移住に関するパンフ
レットなども設置しているので、気軽にご利用ください。

隊員希望者の強い味方
移住・交流情報ガーデン

イベント・セミナースペース、
地域資料コーナー
各自治体が作成した移住・交流に関するパンフレットも取り揃え
ており、持ち帰りいただくこともできます。全国の自治体が開
催するイベントやセミナーなども随時開催しています。

情報検索コーナー
移住・交流に関する様々な情報を検索できるように、専用パソ
コンを3台設置しています。ご自由にご利用ください。

相談窓口コーナー
（移住、就農、しごと）
地方への移住・交流についての一般的な相談、お問い合わせ
ができます。また、しごと情報や就農支援情報などは専門の相
談員が対応します。

専門の相談員が常駐しているので、ぜひお気軽に相談ください。
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地域おこし協力隊
ΟＢ・ＯＧネットワーク

まずは気になる情報を
チェックしてみよう

「移住交流推進機構（JOIN）」は、都市から地方への移住や都
市と農山漁村地域の交流を推進する一般社団法人。
移住に関するトレンド情報の配信や企業と自治体のコラボレ
ーションの推進に取り組んでいます。
JOINが運営する「地域おこし協力隊ポータルサイト」は、こ
れまで3500件以上の募集情報を掲載。地域別・カテゴリ別の
検索が可能です。
「隊員希望者登録システム」に登録された協力隊員希望者の
情報（希望する地域、活動内容、自身のスキル等）を、隊員
を募集する自治体が閲覧して直接希望者へ連絡することも可
能です。

ポータルサイトについての問い合わせ先
一般社団法人	移住・交流推進機構（JOIN）事務局
電話：03-3510-6581
E-mail：info@iju-koryu.jp

地域おこし協力隊ポータルサイトQRコード

自治体
隊員希望者に対して
直接連絡することが
可能

隊員希望者
性別、年齢、現住所、
活動してみたい
地域・活動、スキル
などを登録

地域おこし協力隊
ポータルサイト
登録者
560名以上

閲覧

連絡

登録

3500件以上の
隊員募集情報を掲載
地域おこし協力隊ポータルサイト

都道府県単位で隊員OB・OGの
ネットワークづくりを推進。
現役隊員の身近かな相談窓口として、
重層的なサポートを目指す

北海道 きた北海道協力隊ネットワーク　Facebookページあり
 オホーツク地域おこし協力隊連絡会　Facebookページあり
 留萌管内地域おこし協力隊ネットワーク　Webページあり
青森県 青森県地域おこし協力隊支援ネットワーク（仮称）　Webページ準備中
秋田県 秋田県地域おこし協力隊ネットワーク　Facebookページあり
山形県 庄内地域おこし協力隊ＯＢＯＧ組織「Sukedachi  Creative 庄内」　Facebookページあり
富山県 Like！とやま　Facebookページあり
福井県 福井県地域おこし協力隊ネットワーク　Webページ準備中
岐阜県 岐阜県地域おこし協力隊ネットワーク　Webページ準備中
三重県 三重県地域おこし協力隊カウチサーフィンネットワーク　Webページ準備中
兵庫県 一般社団法人兵庫県地域おこし協力隊ネットワーク　Webページあり
島根県 一般社団法人しまね協力隊ネットワーク　Webページあり
岡山県 一般社団法人岡山県地域おこし協力隊ネットワーク　Webページあり
香川県 さぬきの輪　Webページあり
愛媛県 一般社団法人えひめ暮らしネットワーク　Webページあり
佐賀県 一般社団法人佐賀県地域おこし協力隊ネットワーク　Webページあり
長崎県 長崎県地域おこし協力隊ネットワーク（仮称）　Webページ準備中
熊本県 くまもと地域おこし協力隊ネットワーク　Facebookページあり
大分県 大分県地域おこし協力隊サポートチーム　Webページあり
宮崎県 一般社団法人宮崎県地域おこし協力隊OB・OGネットワーク（仮称）　Webページ準備中
鹿児島県 地域おこし協力隊サポーターズ鹿児島　Facebookページあり

総務省
- 地域おこし協力隊-
Facebookページ

総務省が主催する地域おこし協力隊に関する各種イベントや
研修等の情報を随時発信。また個々の地域おこし協力隊や隊
員OB・OGの活動の様子も紹介しています。

総務省-地域おこし協力隊-	Facebookページ　QRコード

地域おこし協力隊の隊員数は、制度を創設した平成21年度
の89人から、令和元年度の5,503人へと大幅に増加しました。
隊員数の増加とともに隊員のニーズも多様化しており、隊員
一人一人に対するきめ細やかなサポートが求められています。
このような現状に対応するために、総務省は都道府県単位で
隊員OB・OGのネットワークづくりを推進しています。今後
は、隊員数の増大とともに増え続ける各都道府県の隊員OB・
OGが、相互に連携しつつ、自らの経験をもとに、現役隊員
に近い立場でサポートしていきます。


